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〔
解
説
〕

秀
映
圃
製
[
-

近
年
、
映
画
界
は
低
俗
な
作
品
が
氾
濫
し
、
優
秀
な
映
固
炉
減
少
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
追
憾
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
映
画
は
、
狐
自
の
芸
術
的

意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
減
少
し
た
り
と
は
い
え
、
な
お
年
間
二
億

五
千
万
人
以
上
の
鑑
賞
人
口
を
宥
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
文
化
的
影
翌
力
は

諏
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
e

こ
の
た
め
、
文
化
庁
踪
昨
年
度
P

映
記
芸
術
の

捩
興
普
及
の
観
点
か
ら
優
秀
映
画
製
作
促
進
の
た
め
の
旋
策
に
つ
い
て
研
究
定

進
め
、
学
識
経
穀
者
お
よ
び
映
画
界
の
代
表
者
の
意
見
を
も
聰
し
て
僕
菫
に
綬

討
し
た
結
果
、
優
秀
映
繭
を
製
作
奨
励
の
た
め
、
国
炉
助
成
す
る
こ
と
炉
も
っ

と
も
効
果
的
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
の
で
、
本
年
度
か
ら
辰
秀
映
画
を
製
作

し
た
者
に
対
し
て
、
一
本
一
千
万
円
、
年
間
十
本
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
図
参
照
）

1

奨
励
念
交
付
の
対
象
と
な
る
餃
國
は
、
製
作
者
の
申
睛
に
か
か
る
映
同

に
限
る
。

奨
励

交
2

選
考
の
対
象
と
な
る
映
画
は
、
上
映
時
間
一
時
間
以
上
の
長
編
劇
映
両

（
ア
一
ー
メ
ー
シ
日
ン
映
両
を
含
む
。
〉
と
し
P

か
つ
昭
和
四
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
映
固
餌
ま
た
は
ホ
ー
ル
で
は
じ

め
て
公
閲
上
映
さ
れ
た
映
画
と
す
る
。

↓

3
文
化
庁
に
優
秀
映
回
選
考
委
鼠
会
（
委
員
五
名
で
組
緻
し
専
門
委
員
十

名
以
内
を
置
く
。
い
ず
れ
も
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
文
化
庁
長
官
が
委
嘱

す
る
c
)

を
璽
直
し
、
文
化
庁
長
官
の
諮
問
に
応
じ
て
奨
励
金
交
付
作
品
の

選
考
を
行
な
う
。

4
候
袖
作
品
は
、
次
の
選
考
過
租
を
経
て
文
化
庁
長
官
が
決
定
す
る
。

い
い
各
専
円
委
員
は
、
申
請
さ
れ
た
映
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
選
考
委
員
会
に
提
臼
す
る
。

似
璽
名
委
員
会
は
、
こ
の
評
価
に
基
づ
い
て
適
当
と
認
め
た
映
直
を
一

般
公
開
（
本
年
度
は
第
一
回
九
月
十
九
日

i
二
十
一
日
、
第
二
回
十
二

文

化

庁

文

化

部

芸

術

課

訓
度
に
つ
い
て

--61 -



月
十
二
日
，
十
三
日
苓
よ
び
十
六
日
ご
工
す
れ
忍
虎
の
門
の
―
―
ッ
シ
t:

！

ホ
ー
ル
で
上
映
。
第
三
回
明
年
三
月
十
二
日
、
十
三
日
国
立
教
育
会
餌

虎
の
門
示

I
J
V
で
上
映
。
入
楊
無
料
）
し
て
徽
客
の
反
応
を
徴
す
る
。

⑱
選
考
委
員
会
は
上
記
①
と
②
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
候
補
作
品
を

選
出
し
P

こ
れ
を
文
化
庁
長
官
に
報
告
す
る
。

5

ノ
ミ
ネ
ー
、
卜
方
式
を
と
り
、
選
出
さ
れ
た
候
補
作
品
に
P

年

間

三

回

尻
月
、
十
二
月
、
明
年
三
月
）
に
分
け
て
発
表
す
る
。

6

交
付
作
品
は
、
候
補
作
品
の
な
か
か
ら
選
考
委
員
会
の
選
考
を
経
て
、

昭
邸
四
十
八
年
三
月
中
に
決
定
す
る
。

す
で
に
第
一
同
分
（
本
年
四
月
一
日
か
ら
七
月
末
日
ま
で
に
は
じ
め
て
公
開

上
映
さ
れ
た
映
固
）
と
し
て
十
三
作
品
の
選
考
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
前
記
委

員
会
に
諮
間
し
、
七
作
品
に
つ
い
て
は
ア
ン
ゲ
ー
ト
方
式
に
よ
り
一
般
銅
客
の

反
応
調
査
を
実
施
し
て
慎
重
に
審
麟
し
た
結
果
，

0
忍
ぶ
川

（
熊
井
啓
藍
督
東
宝
。
俳
優
座
映
画
共
同
製
作
）

0
夏
の
妹

（
大
島
渚
監
督
創
造
社
。
日
本
A
.
T
。
G
共
同
製
作
）

0
軍
旗
は
た
め
く
下
に

（
深
作
欣
二
監
督
東
宝
ら
新
星
映
画
社
共
同
製
作
）

0
男
は
つ
ら
い
よ
柴
叉
慕
猜

（
山
田
洋
次
監
督
松
竹
製
作
）

の
四
作
品
を
昭
和
四
十
七
年
度
第
一
回
優
秀
映
画
製
作
奨
励
金
交
付
候
補
作
品

と
決
定
し
た
。
ま
た
第
二
回
分
（
八
月
か
ら
十
月
末
ま
で
）
と
し
て
、
八
本
の

申
請
が
あ
り
、
齊
在
鉗
意
選
考
中
で
あ
る
。

優秀映画製作奨励金交付作品の選考について

(1) 侯補作品の決定

選考申詰害提出

通 知

な
お
r

．
本
年
度
の
優
秀
映
画
製
作
奨
励
金
授
与
式
は
明
年
四
月
中
旬
に
行
な

う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

侯礎
補へ秀
作選映
品考画
の委選
造呉考
否五委
を名員
選上（会
考内

二令羞｀た舌

今宣〗

文--．---
化

閉
~一

庁
適侯

否補長 1
ーを～ー作----1,、

報 告

決品官
定の

(2) 交付作品の決定

綬

秀

映

画

選

考

委

負

会

交
付
作
品
の
送
否
を
選
考
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敦

科

書

協

会

外

国

教

科

書

に

現

わ

れ

た

日

本

石

田

龍

次

郎

〔
資
料
〕

敷

科

書

検

定

の

必

要

性

ー
敦
科
書
裁
判
の
証
言
を
中
心
と
し
て
ー

〔解

説〕

新

し

く

な

っ

た

社

会

科

敦

科

書

唐
澤

世

界

の

敦

科

書

・

日

本

の

教

科

響

栗
岩

英
雄
入
司
会
）
浦
山

太
郎

（
出
席
者
）

授

業

と

教

科

書

〔
座
談
会
〕

木
原

偉
太
郎
。
斑
目

教
科
書
ー
学
校
教
育
に
お
け
る
教
科
書
の
役
剖
ー

次

号

。

目

次

菱

村

幸

彦

上

野

裳

義

文
雄
。
飯
島 仲

富
太
郎

孝
夫

新

◇
秋
は
文
化
の
日
を
中
心
と
し
て
芸
術
祭

祝
典
、
文
化
勲
章
の
授
賞
、
文
化
功
労
者

顕
彰
を
始
め
と
し
て
、
地
方
で
は
優
良
な

加
設
の
表
彰
な
ど
全
国
で
各
種
の
文
化
行

事
が
も
よ
う
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
先
に
明
日
香
で
発
掘
さ
れ
た
高
松
塚
古

墳
で
は
、
古
代
の
世
界
を
あ
ざ
や
か
に
残

し
た
壁
画
の
美
し
さ
に
驚
喜
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
今
月
十
一
日
に
松
山
市
南
江

戸
町
で
弥
生
時
代
後
期
（
約
千
八
百
年

前
）
の
住
居
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
ぽ

ぽ
完
全
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
全
国
で
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
嵩
松
塚
古
壊

に
続
い
て
わ
が
国
の
文
化
、
建
築
の
解
明

に
貴
霊
な
資
料
と
な
る
と
共
に
、
祖
先
の

残
し
た
こ
の
文
化
財
を
保
存
し
、
国
民
各

自
の
財
産
で
あ
る
と
の
自
覚
の
も
と
に
文

化
財
愛
護
の
精
神
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◇
本
号
は
芸
術
文
化
を
特
集
し
ま
し
た
。

巻
頭
に
安
達
文
化
庁
長
官
に
日
本
文
化
の

現
状
と
限
題
を
、
岩
村
先
生
に
文
化
の
国

際
性
と
日
本
と
題
し
て
論
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
座
談
会
で
は
曰
本
文
化
を
語
る

と
題
し
て
賭
先
生
に
監
界
の
中
で
の
日
本

文
化
、
日
本
文
化
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
国

民
生
活
の
変
読
と
文
化
財
を
璽
ェ
先
生
に

地
方
の
文
化
施
設
を
鹿
海
文
化
部
菱
に
述

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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